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第第第第２２２２四半期四半期四半期四半期連結連結連結連結累計期間の累計期間の累計期間の累計期間の業績予想と実績との差異業績予想と実績との差異業績予想と実績との差異業績予想と実績との差異    

及び通期及び通期及び通期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ    

 

平成27年５月15日に公表いたしました平成28年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と 

本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

また、最近の業績動向等を踏まえ、平成27年５月15日に公表いたしました平成28年３月期通期 

の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成１．平成１．平成１．平成 28 28 28 28 年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第 2222 四半期連結業績予想数値と実績値との差異四半期連結業績予想数値と実績値との差異四半期連結業績予想数値と実績値との差異四半期連結業績予想数値と実績値との差異    

((((平成平成平成平成 27272727 年年年年４４４４月月月月１１１１日～平成日～平成日～平成日～平成 27272727 年年年年９９９９月月月月 30303030 日）日）日）日）    

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する   

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 (Ａ ) 

百万円 

251,000 

百万円 

9,000 

百万円 

10,000 

百万円 

5,000 

円 銭 

93.22 

今 回 実 績 ( Ｂ ) 265,140 12,890 14,072 7,691 143.40 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 14,140 3,890 4,072 2,691  

増 減 率 (％ ) (Ｂ 対 Ａ ) 5.6 43.2 40.7 53.8  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

(平成 27 年 3 月期第２四半期) 
234,642 6,730 7,917 4,180 77.22 

 

        

 



 

２２２２．平成．平成．平成．平成 22228888 年年年年３３３３月期月期月期月期通期連結業績予想値の修正通期連結業績予想値の修正通期連結業績予想値の修正通期連結業績予想値の修正    

((((平成平成平成平成 27272727 年年年年４４４４月月月月１１１１日～平成日～平成日～平成日～平成 22228888 年年年年３３３３月月月月 31313131 日）日）日）日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する  

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 ( Ａ ) 

百万円 

510,000 

百万円 

20,000 

百万円 

22,000 

百万円 

13,000 

円 銭 

242.38 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) 525,000 24,000 26,000 16,350 304.84 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 15,000 4,000 4,000 3,350  

増 減 率 (％ ) (Ｂ 対 Ａ ) 2.9 20.0 18.2 25.8  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 7 年 3 月 期 )  
485,512 17,633 20,031 11,619 215.63 

 

３３３３．．．．差異及び差異及び差異及び差異及び修正の理由修正の理由修正の理由修正の理由    

当第２四半期連結累計期間においては、天候に恵まれたことで医薬品や化粧品を中心にシーズン商

品が好調に推移したこと、加えて免税対応店舗の拡大や訪日外国人観光客に特化した店舗の出店等に

よるインバウンド需要へ積極的に対応してきたことが売上高に寄与しました。また、データ分析によ

る効果的な販促施策の実践及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）管理による地域子会社の収益改善に取り

組んだことが奏功し、平成 27年５月 15日公表の業績予想を上回る結果となりました。 

通期の連結業績予想につきましても、第２四半期連結累計期間の連結業績を反映し、売上高及び利

益の増加が見込まれることになりました。 

また、平成 27年 10 月１日に実施いたしました伊東秀商事株式会社と株式会社ＰＡＬＴＡＣとの合

併に伴い特別利益６５０百万円（概算）を計上する予定であることから、上記の通り予想数値を修正

いたします。 

 

 

【留意事項】【留意事項】【留意事項】【留意事項】    

上記の業績予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報と予測に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以上 

 


